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約4年ぶり(こ社協だよりうしだが発行され 

ます。久しぶりの社協だよりでは、1〇 

月5日、6日に行われた防災訓練・防災 
フェアについて皆さま(こお伝えします。 

本号から、比治山大学現代文化学部マス 

コミュニケーション学科の林ゼミ生6名
(3年生)(こ、ゼミ活動として社協だより 

うしたの作成に協力いただいています。

～10/5・6防災訓練•防災フェア～
防災訓練•防災フェアとは牛田学区自主防災会協議会と牛田学区社会福 

祉協議会が主催したイベントです。牛田小学校グラウンド•体育館で実

施しました。5日午前に防災意識を高めるイベント・防災フェアを行い、

午後から6日早朝まで実際［こ防災訓練(防災キャンプ)が行われました。

「お母さんが倒れたらどうする?」

「胸骨圧迫する!」

「先【こお隣さんに助けを求めてね」 

という会話がありました。子どもがする 

には胸骨圧迫は大変だったそうです。

家で防災(こついて X.
取り組んでいることはなかつ V 
たけど、意識を変えるきっか’爲 

けになりましだ

広島東消防団の方々］こお話を伺いました。

「牛田地区の皆さんはとても積極的で、

地域内のつながりが強く、防災への意識がとて

も高いと感じました」

「常日頃から防災への備え、近所の方との声掛 

けを撤底してほしいです」



/ 夕食時の様子

fテント設営の後、炊き込みご飯と味噌汁が炊き出し形式で提供されま 
した。外(こ設置されたテーブルで皆さん食事を楽しんでいました。 

親子が楽しそうに食事をするなど、和やかな雰囲気が流れていました。

アクティビティの開催 

子供たちはグラウンドで「10m在何歩で歩けるか」という計測を行い、
ゲーム感覚で防災意識を高めていました。

また、災害時に役立つロープの結び方講座も開催され有意義な時間を 

過ごしました。

よく眠れた人もいれば、なかなか寝れなかった人も•・ 

普段ではできない経験ができました。

2日目は朝のラジオ体操、テントや会場の片付け、閉会式を実施しました。

防災フェア

かっこいい服と車で｛ここ［ここの地域の 

子供たち。代わるがわるたくさんの子 

が乗りに来て大人気でした!大きい輸 

送車(こも乗れて満足だったとのこと。

車大好き!!消防車に乗れるのが楽しみい 一 

ホースの消火体験で、真ん中めがけて上

I手(こ放水できたよ!！ _______ ________ ノ

車好きの年中さん。

モルックもお母さんと一緒(こ点数を 

数えながらしっかり楽しんでいました！

丿

社会福祉法人交響きつつき共同作業所

施設利用者の方が作ったお菓子、雑貨を販売し 

ていましだ。商品が売れることで利用者の方の 

給料になるそうです。

ノ



広島女学院大学の学生さんは
地域を盛り上げるためにボランティアで参加! 
ポップコーンを販売していました。子供たちが 
将来、私たちのようにボランティア活動をする 
ことを望んでいるそうです。

こども会ではモルックを実施しました。
このようなイベントを通じて世代を超えたコミ 

高齢化が進んでいますが、孚供と大人が住みゃ 

すい牛田をみなさんで作りましょう!

■ ■
:編集後記

作成にあだり、皆さまと共に防災訓練•防災フェアに参加し、インタビュ 

j ーを実施致しました。ご協力ありがとうございました。引き続きよろしく 
お願いいたします!

；•拙い取材であったにも関わらず、皆さんが暖かく応じてくださったのが 

Iとても嬉しかったです!次回の社協だよりでもイベントの魅力を伝えられ
:る記事を書けるよう［こがんばります!(山本 初音・やまもと はつね) 

1«初めての取材だった］こも関わらず、温かく質問に答えてくださり、あり 
;がとうございました。比治山大学のキャンパスに近い牛田を盛り上げる活 
!動ができて嬉しいです。牛田の素晴らしさが伝わる社協だよりを作れるよ 

;うに頑張ります!次回のイベントも楽しみです!

(岡本 詩音・おかもと しおん、奥本 海都•おくもと かいと、 

關根駿弥・せきねしゅんや)

…初めての取材で緊張しましたが、皆さん快く取材を引き受けてくださり 

Iありがとうございました。牛田をもっと盛り上げられるよう(こ頑張りま 
］す!(新谷 和哉•しんたに:かずや、田端 真衣・だばた まい)
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